拘置所とは（水野）
　拘置所とは刑事施設の一つであり、刑が確定する前の刑事被告人や死刑確定者を収容する施設である。刑務所が主として既決囚を収容する施設であるのに対して、拘置所は未決囚を収容する施設である（死刑確定者を除く）。拘置所は全国に８か所設置されているが、拘置所の他に各地に拘置支所というものが全国103か所に設置されている。
　警察の取調べが済み、検察官から起訴されると拘置所に移送される。未決囚は受刑者と法的地位が異なるので、衣類・寝具は自弁のものを使用するのが一般的で、飲食物や日用品も運営の支障がない限り、摂取や使用が認められている。また、未決囚に食料や本、生活物品や衣類などを差し入れすることができる。本の冊数は常識的な冊数なら問題はない。しかし逆にいえば、これらの拘置所でできたことは刑務所ではできなくなる。刑が確定するとこれらの物品は当局に強制領置として保管される。

　保釈されず、拘置所に拘留されていた期間の７～８割が未決拘留期間として刑期から引かれる（具体的な基準はないが、参入日数は裁判官の心証による
）。
　刑が確定すると拘置所側から囚人服が与えられ、分類センターに移送され、各犯罪者のタイプにあった刑務所に送られることになる。

私見

　「疑わしきは罰せず」というように、拘置段階では、刑が確定していないので拘置所は処罰を与えるところではない。しかし、刑務所ほどではないが生活は制限されるし、罪証隠滅、逃亡のおそれから、なかなか保釈が認められない場合が往々にしてあるようである。しかも、保釈金は高額であり、拘置所から一時的にでも出ることは難しいと言えそうである。証拠隠滅や逃亡のおそれがない場合において、拘置所に被疑者をおいておくことについて考えてみるべきかもしれない。
・安土茂『決定版刑務所の事典』（2005年）二見書房　28～33ｐ

・法務省http://www.moj.go.jp/kyousei1/kyousei_kyouse16-03.html
�具体的な基準はないってこと？





